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臨床獣医学分野小動物病態診断学助教候補者の公募について 

 

謹啓 

 

 厳寒の候、時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 この度、岩手大学農学部では助教候補者を下記により公募することになりました。つきま

しては、貴機関に適当な候補者がおられましたなら、ご応募くださるよう周知方ご高配を賜

りたくお願い申し上げます。 

 なお、貴機関以外の方でも適任と思われる方がおられましたら、ご推挙いただければ幸甚

に存じます。 

 

謹白 

 

 

記 

 

１．公募する教員の職名及び人数 

  農学部共同獣医学科 小動物病態診断学 助教（テニュア・トラック） １名 

 

２．分野の概要及び職務の内容 

 本学の臨床獣医学分野は小動物臨床分野と産業動物臨床分野からなり、小動物臨床分野

は小動物内科学、小動物外科学の２つの教育分野から構成されています。今回の公募は、小

動物内科学のうち小動物病態診断学を担当する助教を充足するためのものです。 
 主たる担当科目は、臨床腫瘍学（分担）、血液免疫病学（分担）、代謝病・中毒学（分

担）、小動物内科学実習・基礎編（分担）、小動物内科学実習・応用編（分担）、総合参加型

臨床実習ⅠおよびⅡ（分担）ならびに全学共通教育科目の一部です。なお、東京農工大学農

学部共同獣医学科の小動物臨床に関連する講義および実習について、同分野の他研究室と連

携して担当します。また、主たる業務として附属動物病院における小動物内科、特に腫瘍内

科に関する診療活動を担当します。 
 

３．選考方針 

今回の公募にあたっては，次の諸項を満たす人物が望まれます。 

１） 人格・識見に優れ，学部学生及び大学院生の教育・研究指導並びに地域貢献に意

欲のある方 

２） 博士の学位を有し、小動物内科学に関する広範な知識と研究能力を備え、優れた

研究業績を上げている方 

３） 日本国の獣医師免許を有し、附属動物病院における内科診療業務に積極的に参画

できる方 

４） 学部，学科及び大学院の運営に積極的に参加できる方 



５） 岩手大学が実施する地域貢献に意欲のある方 

 
岩手大学はダイバーシティを推進しており、多様な研究者の増加・定着のため、本公募に関 

し以下の取組を実施しています。 

 

【若手教員採用促進に関する取組】 

・最大200万円のスタートアップ経費（研究費）の支給 

テニュア・トラック教員（講師・助教）に対し、研究費として、採用日から２年間 

分200万円を一括支給 

 

【女性教員採用促進に関する取組】 

・女性の優先採用（業績および資格等に関わる評価が同等と認められる場合） 

・最大20万円の定着支援経費（研究費）の支給 

本学に赴任する女性講師・助教に対し、研究費として、採用日から２年間分20万円を 

一括支給 

・産前産後休暇、育児休業及び介護休業を取得していた場合には、選考の過程で考慮（性別 

不問。ただし、履歴書に取得期間を明記すること） 

・ワーク・ライフ・バランスに関する各種支援：https://diversity.iwate-u.ac.jp/support/wlb/ 
両住まい手当制度、次世代育成支援（出産・育児との両立支援）・介護支援、学内保 
育所、学内保育スペース等 

・女性研究者のキャリア支援：https://diversity.iwate-u.ac.jp/support/womenreserchers/ 
研究支援員・補助員配置制度、女性活躍変形バイアウト制度、女性研究者グローバル 
キャリア支援海外派遣制度等 
※文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ「女性リーダー育成型」を活用した支援を随時

実施予定：https://iwatewomensleadership.iwate-u.ac.jp/ 
 

本学のテニュア・トラック制度は任期を５年間とし、採用３年目に中間審査、５年目に

テニュア付与審査を行い、優れた業績を上げた場合には任期無しの雇用形態に移行しま

す。 

 

４．提出書類 

１） 履歴書          １部（写真貼付、署名、捺印のあるもの。            

E メールアドレスも記載してください） 

２） 研究業績目録       １部（様式は別紙または岩手大学ホームページ   

を参照ください） 

３） 主要論文別刷       ５編以内 

４） 教育・研究に対する抱負  １部（1,000 字程度） 

５） 内科診療実績記録     これまでに実施した内科診療について具体的に記述

したもの 

６） 推薦者がある場合は推薦状、あるいは人物照会が可能な方の連絡先（様式自由） 

 

５．面接 

必要に応じて選考過程において応募者の来訪を求め、面接などを実施することがありま

す。その際の旅費等の経費は自己負担になります。 

 

６．提出期限 

令和６年２月 16日（金曜日）必着 

 

７．採用予定日 

令和６年６月１日（土曜日）  



 

８．応募書類提出先 

応募書類は、次の電子メール（E-mail）アドレスへの送信により受け付けます。    

E-mail: masayama@iwate-u.ac.jp 

岩手大学農学部共同獣医学科助教選考委員会 委員長 山﨑真大 宛 

 

応募書類は、それぞれ PDF 形式のファイル（パスワードを設定）にしてメールに添付の

上、送信してください。パスワードの連絡方法は応募者にお任せします。添付のファイ

ルサイズは 20 MB 以内としてください。ファイルの大きさが 20 MB を超える場合は、複

数に分けて送信願います。メールの件名は「小動物病態診断学教員応募（応募者氏

名）」としてください。メールの受領後３日以内（土日祝日などを除く）に受領した旨

の返信がない場合は、下記にお問い合わせください。なお、応募資料は本審査に関する

ことにのみに使用します。 

 

９．問い合わせ先 

〒020-8550 

 岩手県盛岡市上田三丁目 18-8 

 岩手大学農学部共同獣医学科小動物病態診断学 

 助教選考委員会 

 委員長 山﨑 真大 

 Tel&Fax: 019-621-6235 

 E-mail: masayama@iwate-u.ac.jp 

 

 

 

以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


